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近年、体液中の水素が活性酸素種を還元するとの新規知見が報告され、水素ガス吸入の有効性
が検討されている。我々は食物繊維（DF）が先の方法と同程度の水素を体内へ供給すると確認し
た。本研究で水素供給におけるDFの時間的限界を解明し、DFを多く含む農産物非食部に価値を
付加し、有用な食品素材の開発へ繋ぐ。 

ラットに対照飼料またはDFとして10%および20%のレジスタントスターチ (RS) を添加した飼料を
14日間摂取させ、1日に排出される水素量を経時的に測定した。その結果、全水素排出量はRSの
添加量に関わらず全ての時間帯で対照飼料群に比べ有意な増加を示した (図1)。しかしながら、 

20%RS飼料群に比べ10%RS飼料群では大きな日内変動が確認された。これは睡眠時に大腸内
の発酵基質が殆ど消費され、水素産生量が低下するためであると考えられる。一方、腸内細菌の
日内変動による水素産生量の変化は本試験では確認できなかった。水素産生において日内変動
の主たる要因は発酵基質の消費速度であると考えられる。以上の結果から恒常的に水素を産生し
続けるためには、次回摂食まで腸内に残るDFのタイプと摂取量が必要になる事が示唆された。 

本試験の結果から、現在注目されているオリゴ糖では速やかに腸内細菌に分解、利用されてしま
うため、継続的に水素を産生し続けることは難しいと考えられる。従って、第一に構成糖が同じで重
合度の異なるDFを用いて水素産生の継続性を比較、検討する必要がある。推測通り重合度の高
いDFで継続性が確認できれば、農産物非食部から時間と労力をかけてオリゴ糖を抽出する必要
なく、粗の状態で付加価値を付けることが可能である。第二に、これまでは単純化するためにグル
コースを構成糖とするRSを用いてきたが、他の糖で構成されたDFで試験を行い、最も水素を産生
しやすい農産物非食部を選出する必要がある。 

図1. ラットに対照またはRS飼料を摂取させて
14日後の全水素排出量の経時的変化 
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試験プロトコール 

実験動物: 7週齢SD系雄ラット 

試験初日 

試験13日後 

試験14日後 

試験日程： 

試験飼料摂取開始 

自由飲水 

12時間明暗サイクル 

(7:00-19:00_明期) 

4時間毎に全水素排出量測定 


